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研究成果の概要（和文）：本研究は、大学等高等教育機関においてアートマネジメント教育を受ける学生の長期的なキ
ャリア育成および長期的学習のための取り組みの方策として、学習と評価を有機的に関連させるためのポートフォリオ
に着目し、その活用可能性を論考することにより、アートマネジメント教育における学習評価のあり方に一石を投じる
ものである。
文献調査と国内外の事例調査を通じて、学生が自らの学習評価の主体として「省察的実践者」であり続けることを促進
する手段としてのポートフォリオに特に焦点をあて、その機能を発揮させ活用するために必要な教育上の理念や位置づ
け、省察のための指針、学習環境・空間、人的体制、運営のための仕組みを検討した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine the possibility of utilization of the portfolio to 
enhance students’ long-term career development and lifelong learning, and thus to improve the assessment 
for art management education especially in universities and other higher education institutions.
Through literature research as well as national and international case studies, the study focused on the 
function of the portfolio as a means to enhance students’ ability to perform as reflective 
practitioners, and examined the requirements to realize the optimal use of portfolios such as education 
principle, outcome setting, learning circumstances, and communication and management system.

研究分野： アートマネジメント
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１．研究開始当初の背景 
わが国では 1980 年代以降、全国の自治

体において公立文化施設（劇場・音楽堂
等）が急速に増加し、ハードが整備された
一方、施設が十分に活用されないなどソフ
ト面の充実が課題となり、1990 年代以
降、施設の運営や企画制作を担うアートマ
ネジメントの必要性が認識されるようにな
った。それに伴い、アートマネジメントに
携わる人材を「育成」することが社会的に
要請され、2000 年以降、専門人材の育成
を図るため、大学等教育機関においてアー
トマネジメント講座・学科が開設される例
が増加している。 
しかしながら、公立文化施設等の「現

場」においては即戦力のある経験者が優遇
され、アートマネジメントを志す学生が専
門教育を受けた後に社会においてキャリア
を発展させていくモデルは明確ではない。 
現在、「アートマネジメント人材の『活

用の充実』」が国レベルでも指摘され、専
門人材が「今後のキャリア育成に向けた明
確なビジョンを持てるようにすること」の
重要性が指摘される中で、教育機関におい
ても、人材の「活用」につなげるための教
育上の取り組みを行っていくことが要請さ
れている。 
研究代表者はこれまで舞台芸術の運営の

あり方を主な研究対象としながら、大学と
公立文化施設の連携によるインターンシッ
プの体制づくり等の人材育成に関わる中
で、アートマネジメント教育における学生
の「学習」と「評価」を有機的に関連させ
る仕組み作りの必要性について問題意識を
有してきた。 
すなわち、 

・ アートマネジメントを志望する学生の
卒業後のキャリアパスは多様であるが、長
期的に芸術文化（アート）と関わっていけ
るよう、学生の長期的なキャリア開発に寄
与する評価のしくみが必要である。 
・ 現在、学生に対する評価は、主として
学生によるレポートをもとに教員によって
行われているが、上記に捕捉しにくい「学
生の成長」を適切に把握し課題を発見する
ためには、従来の評価方法に加えて、学生
が主体的に評価を行うしくみが必要であ
る。 
・ 現在、アートマネジメント教育におけ
る「実践系科目」と「座学」は独立したも
のと扱われ、評価も科目毎に行われている
が、カリキュラムを横断した学びの「全
体」を評価するしくみが必要である。 

本研究は、上記の背景及び問題意識のも
と、学生が主体的に「評価」を行い、長期
的な学習を可能とするための一つの方策と
して、評価と学習を一体化させる「ポート
フォリオ」に着目し、その活用可能性を論
考することを通して、アートマネジメント
教育における学習評価のあり方を検討しよ
うとするものである。 
 
２．研究の目的 
本研究は、大学等高等教育機関において
アートマネジメント教育を受ける学生の長
期的な学習のための取り組みの一つの方策
として、アートマネジメント教育における
学習と評価を有機的に関連させるためのポ
ートフォリオに着目し、その活用可能性を
検討することを目的としたものである。 
ポートフォリオとは、「学習、業績、能

力を実証するための成果（work）を、一定
目的のもとで構造化し、まとめた収集物」
と定義され、その制作過程と継続的な内省
に多くの意義があるとされる。ポートフォ
リオは一部の大学等教育機関において導入
されているものの、アートマネジメント教
育における導入の意義や理論的位置づけに
ついては十分に研究されておらず、今後の
更なる活用可能性について検討すべき点が
多い。 
本研究は、主として欧州の大学院におけ

る導入事例を通してポートフォリオの機能
を明らかにし、その機能を発揮するために
必要な環境やカリキュラムの分析と論考を
通してアートマネジメント教育における学
習評価のあり方に一石を投じようとするも
のである。 
なお、アートマネジメント人材の育成を

担う機関としては、大きく（1）大学等教
育機関による場合と（2）公立文化施設等
が実務スタッフを対象とする現職研修に分
けられるが、本研究は、新人・若手の育成
を主眼として（1）大学/大学院におけるア
ートマネジメント教育に焦点をあてる。 
また、本研究は 1 年半（平成 26 年 10 月

～平成 28 年 3 月）の期間において実施し
た。 
 

３．研究の方法 
上記の目的を達成するため、本研究期間

においては、（1）文献調査を通してのアー
トマネジメント教育におけるポートフォリ
オの位置づけに関する検討（平成 26 年度
および平成 27 年度）、（2）上記の文献調査
に基づく欧州の大学院におけるポートフォ



リオ導入事例に関する実地調査（平成 26
年度）、（3）学生の省察行動を促進するた
めに必要な学習環境や空間および人的関係
に関する検討（アートマネジメント人材育
成に関連するプロジェクトにおける参与調
査、平成 27 年度）、（4）事例調査に基づ
く、学生による省察行動にあたって必要と
なる指針のあり方に関する検討（平成２7
年度）を行った。以上を通して、アートマ
ネジメント教育におけるポートフォリオに
求められる機能および環境についての方向
性を検討、導出した。 
 なお、当初は初年度に、全国の大学等教
育機関においてアートマネジメント関連科
目・講座を開設する機関のうち、特に実践
型プロジェクトを担当する大学教員・実務
家を対象に質問紙調査を行い、学生に対す
る評価のあり方に関する現状や問題意識等
を把握することを計画していた。しかし、
文献調査や事例調査を進める中で、アート
マネジメント教育における学習者に対する
評価のあり方は特定の科目やプロジェクト
単位で考えるのみならず、カリキュラム全
体を横断する問題としても捉える必要があ
ることが推察され、また、従来型の教員に
よる評価にとどまらず「学習者中心の評
価」を取り入れることについては、アート
マネジメント教育現場において意識が十分
に育っていないことが把握された。さら
に、評価（教員による場合と学生による場
合を含む）にあたっては、アウトカムの設
定や評価基準のあり方が問題となるとこ
ろ、現状においては多くの科目・プロジェ
クトでその指針になるものが学生に十分に
開示されていないことが予備調査の段階に
おいてシラバスや報告書等から読み取れ
た。このことから、わが国のアートマネジ
メント教育における学生に対する評価のあ
り方に関しては問題意識が十分に育ってお
らず、方向性も定まっていないことは前提
事実として研究を進めることとした。 
 
４．研究成果 
（1）アートマネジメント教育におけるポ
ートフォリオの位置づけの検討 
 まず、平成 26 年度から平成 27 年度にか
けての基礎的調査として、高等教育におけ
るポートフォリオの導入の背景や現状を把
握した上で、アートマネジメント教育にお
いて求められるポートフォリオのあり方を
考えるため、以下の点について検討した。 
 ・日本の高等教育におけるポートフォリ
オ導入の背景と理念 

 ・ポートフォリオ導入の前提となる「教
育観/学習観」について、アートマネジメ
ント教育においてどのように導出し、共通
認識を確立するか 
 ・実践型教育（アクティブラーニング）
を意味あるものとして成立させるための要
件、および省察の重要性 
 ・アートマネジメント教育における省察
の対象をどの範囲まで含めるか 
 特に省察の対象・範囲について述べる
と、アートマネジメントの領域において
は、実践における知識やスキルが暗黙知の
レベルで了解されているのが現状であるこ
とから、省察の際の指針となるコンピテン
シー（専門人材の行動特性や潜在的・顕在
的能力）をいかに具体的に設定していくか
が重要であることが把握された。かかるコ
ンピテンシーは絶対的な数値で示せるもの
ではなく、アートのジャンルや組織の特性
によっても多種多様でありうる。アートマ
ネジメントの領域においては、教育機関
（教員）が完成形を提示・提供するのでは
なく、各学生が自らのキャリアパスを踏ま
えて参画する形で設定していくことが望ま
しいことを導出した。 
 
（2）欧州の大学院（アートマネジメント
コース）におけるポートフォリオ導入事例
の実地調査 
上記の分析から得られた視点をもとに、

平成 27 年度において、アートマネジメン
ト教育におけるポートフォリオ導入の先進
事例（ユトレヒト音楽院アートマネジメン
トコース）を対象に視察を行った。教員へ
のインタビューや学生が制作したポートフ
ォリオの分析を通じて、実践型学習におい
て学生が省察的学習者であり続けることを
促進する手段としてのポートフォリオのあ
り方を検討した。 
対象地のオランダ・ユトレヒト音楽院ア

ートマネジメントコースは、欧州の大学院
修士課程としては唯一「実践型講座」を基
盤とした研究プログラムを有するコースで
あるとされるが、カリキュラムの中心科目
に「ポートフォリオ・プロジェクト」を組
み入れていることが特徴である。 
教員への聞き取り及び学生が制作したポ

ートフォリオの分析を行った結果、同コー
スにおけるポートフォリオの特徴として、
①「まずは自分自身を良く知れ」との教育
理念のもと、②学生の公私にわたる日常の
出来事を自らのキャリアに位置づけるため
の有効かつ重要な手段と位置づけられ、③



学生が日常での経験を主体的かつ多角的に
掘り下げて省察するための様々の技法を提
供するものであり、④かかる省察の過程は
学生によって可視化される一方、教師は学
生の省察を教育的観点から深めるための促
進者および指導者としての役割を担い、⑤
ポートフォリオの構成上の特徴・工夫につ
いては、基本的な共通フォーマットを元
に、学生の関心あるジャンルや目標の方向
性に応じて分量やデザインをカスタマイズ
できる構成になっており、学生が主体的に
制作に取り組みやすい設計がなされている
ことを把握した。 
ここから、ハードとしてのポートフォリ

オをどのように設計・構成するかも重要で
あるが、さらにそれをどのように運営して
いくかのポリシーや、そのための人的体制
やしくみ（ソフト）を作り上げていくこと
も重要であり、そのための要点を具体例を
通して把握することができた。 
 
（3）学生の省察を促進するために必要な
学習環境・空間および人的関係に関する検
討 
上記の調査を行う中で、学習者によって

は「省察」を行う過程において、自己満足
に陥ったり、行き詰る危険があり、このこ
とを想定した教育上の配慮が必要であるこ
とが把握された。ポートフォリオ活動を通
じてなされる省察が、自己中心的で自己満
足なものではなく、学習者の成熟度や経験
等に合わせて各自に意味あるものとして行
われるためには、学習者が多様な視点や価
値観を共有し、自分の所見を相対的に比較
検討できる場が必要であると解された。も
っとも、調査②の対象地であるユトレヒト
音楽院アートマネジメントコースの開講時
期に合わせて、研究期間中に再度訪問する
ことが困難であったことから、平成 27 年
度は、国内外のアートマネジメント人材育
成プロジェクトにおいて参与調査、インタ
ビュー調査を行うこととし、学習者（参加
者）同士の学び合いの場を成立させるため
に必要な要件を探ることとした。主な対象
地は以下の通りである。 
・アーツマネージャー育成講座（おおさか
カンヴァス・中之島のっと） 
 主催：大阪アーツカウンシル 
・東京芸術劇場アーツアカデミー（「文化
芸術プロジェクトの効果測定と評価」ワー
クショップ） 
 主催：アーツカウンシル東京、東京芸術
劇場 

・合唱プロジェクト「マタイ受難曲」 
 主催：ユトレヒト大学合唱団・オーケス
トラ 
 以上の事例の考察を通して、学習者同士
の学びあいの場を成立させ、「意味のある
省察」を促すためには、前提として相互の
信頼関係を構築した上で、メンター（ファ
シリテーター）の役割やパフォーマンスが
重要であること、さらにプロジェクトや教
育のアウトカムに対する参加者の理解と共
有が不可欠であることを導出した。 
 
（4）省察のための指針／アウトカムの具
体化 
日本のアートマネジメント教育機関にお

ける教育上の指針は抽象的であり、学生が
学内外の活動を行う上での行動指針として
機能しているとはいえない。また、学生が
自らの学習プロセスや思考過程を省察する
際の手がかりにも乏しいのが現状である。
その一方で、前述したコンピテンシーを学
習の究極目的にすると、大学/大学院が単
なる職業訓練学校と化してしまい、その教
育的自律性や存在意義を見失う危険があ
る。そこでコンピテンシーよりも広く上位
の概念として、教育上の「アウトカム」を
教育機関ごとに設定していく必要があり、
これを教育に関わる関係者（学生含む）が
共有していくことが重要である。これを学
生の側から見ると、学生の省察を促すため
には特に学習活動におけるアウトカムが有
効に設定され、学生がそれを自らのものと
して共有していけることが重要である。 
そこで、平成 27 年度においては、平成

26 年度に収集したユトレヒト大学院アー
トマネジメントコースにおけるシラバスを
分析し、アウトカム設定の観点から以下の
要点を抽出した。 
・コースのカリキュラム全体を横断するも
のとして学習上のアウトカムが明示されて
いること 
・各科目におけるアウトカム、評価方法
（定量評価、定性評価それぞれ）、教師の
役割、学生の役割等が明示されていること 
・全てのカリキュラムを通した、学生個人
における指針が設定されていること（キャ
リアを広くとらえた上で、人生のビジョン
を描く） 
 
〔結語〕 
高等教育レベルにおいては、全ての学習

環境や条件に適応可能なポートフォリオの
モデルがあるわけではなく、特に新しい領



域であるアートマネジメント教育での導入
においては、学生や機関の特性等を踏まえ
てそのあり方を極め細かに検討していく必
要がある。ポートフォリオの理念や背景を
十分に理解しないまま取り入れても、学生
や教員の負担を増やすだけでその本来の意
義や潜在的効果は発揮できない可能性があ
るからである。もっとも、アートマネジメ
ントを学ぶ学生にとって修了後のキャリア
を描きにくい現状があることや、アートマ
ネジメントの現場において新人を長期的に
育成する余裕がない現状のもとでは、大学
等教育機関が新人の育成や社会との橋渡し
において多大な役割と責任を担っており、
単に従来型の座学や実践の機会を提供し、
教員が形式的に評価を行う状況を改善して
いく余地がある。そのような中でポートフ
ォリオの導入を検討することは、大学等教
育機関におけるアートマネジメント教育の
あり方や学習評価の主体についての再検討
を促すことにもつながり、意義あるものと
なるだろう。本研究においては、アートマ
ネジメント教育におけるポートフォリオの
可能性とそれを意義あらしめるための環境
等を把握したが、今後はその有効性に関す
る検証を行っていきたいと考えている。 
なお、これまでの研究成果の一部を学会

にて発表したが、今後はこの調査研究によ
り得られた知見を国内外において論文等と
して発表していくものである。 
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